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入射電子が momentum忘k ,energyもa'を電子の集団に与えて ,散乱 して
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これ らの関係か ら
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EnergyLosBの実験に関連する量

election exchangeを考慮に入れた KanaaaWa らの計算 (Prog･Theoret

phy8.23 ('60)426)ではこのaは
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kcckB/kFと- Sを画いてみると図のよ うになる○
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Energy Lossの実験に関連する量

0 1.0 2.0

Dlfferentlalor ss section

Aeではabsolute valueの測定 まで行なわれている｡

cile梗 考慮に入れると良い一致を示すo

Mean free path

N回散乱電子の強度

pN';)-孟'1,"e-t/i
池NtpN

o 図の直線の傾きか ら豪めるO

｡ 実験値は常に理論値 より大き目に出るO

｡ 結晶の方位によって 1が変化するO
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｡ 加速電圧-の依存性は傾向的によく一致するD

5 Phonon Magnonにつレlて
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理論値

Bragg条件かの外れ

堺 研 浜 口 由 和

1. Inもroduction

NetitrOnの 1nelastiosoaもtering, quasトelaStlC SCatterins

を利用しての研究の対象は大別す ると次の 4つとなるo

a 園柊のdynamics-格子振動 (拡散)

b 液体 (気柊)のdyna.mss-分子内運動 ,拡散 oollectivemotion

c 磁性降のBPincollectivea/otion-spinwave

d 〝 dJISPer8lVemotion-BPlndiffusii)aetC･
I

thermala-eutronの energy,tran8misB'10n等から考えて上記の性質

の研究が可能であることは旧 くか ら指摘されて居りvanHoneの理論を始め

として多 くの理論的研究は行われてきたのであるが ,実験の方は 1953年

BroCkhouS畠が格子擬勢の観測に成功 ,LoⅦde,LiSteが白色中性子を用い

てspin7gaVeの観測に成功 してお りながら申睦子源の弱さの為に ,測定を可
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